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【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位
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【事業の成果】
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成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標
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事
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概
要
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目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

地域を支える産業の振興と経済の活性化

農林水産業の振興

食育・地産地消の推進

市民農園整備事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

市

平成 年度～28

③インフラ・施設等整備

市民農園新規開設数 箇所

市民農園利用区画数 区画

市民農園利用率 ％

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

市民農園を開設することにより、遊休水田の有効利用と円滑な米の生産調整を図るとともに、農園の利用者に農業に対する理解
を深め、農作業を通じた健康的でゆとりのある生活を提供する。
このため、市民農園の施設整備に補助を行うとともに、開設初期（３年以内）の円滑な運営を支援するため、推進指導事務費を
交付する。

市民農園を開設するための施設整備への補助

市民

農地の有効利用及び野菜や花を育てるレクリェーションの場を提供する。

市民農園の開設者が高齢化し、園主の都合に
より廃園するところも出てきており、利用区
画数が目標値を下回った。

市民農園の排水条件の悪い区画の利用率が上
がらず、市民農園利用率は目標を下回った。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30 新設に開設した市民農園の運営補助（開設３年以内）

％87.7

％98.2

点34

点30

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

2,877 2,321 1,617 3,203

1,342 1,536 100 1,686

1,535 785 1,517 1,517

Ａ 継続

平成２９年度条件整備事業は事業実施主体の都合により事業が実施できず新規開設を支援できなかった。
今後、事業の募集を早めるとともに周知を積極的に行っていきたい。

今後も農地の有効利用、農業に対する理解の増進及び農作業を通じた健康的でゆとりのある生活を提供するため、市民農園の開設を支援して
いきたい。
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【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）
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産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

地域を支える産業の振興と経済の活性化

農林水産業の振興

食育・地産地消の推進

グリーン・ツーリズム推進事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

市

平成 年度～28

②ソフト事業（法律による実施義務無）

補助金交付件数 件

グリーン・ツーリズム実践団体来場者 人

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

市内のグリーン・ツーリズム実践団体のグリーン・ツーリズムに関する技能の習得や、実施団体の周知活動等の活動に対し補助
を行うことで、グリーン・ツーリズム活動を充実させることにより、都市住民と農村住民の交流を活発化させ、もって農村地域
の活性化を目指す。

近年、心のゆとりとやすらぎを求める都市住民の意識が高まっており、そのニーズに応じたグリーン・ツーリズムの推進及び農

　市民

　グリーン・ツーリズム活動を推進することにより、都市住民と農村住民の交流の活発化を図り、農村地域の活性
化を目指す。

グリーン・ツーリズムのパンフレットを更新
しするなど、来場者数の拡大を図り、目標以
上の来場者数となった。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30 業や農村に対する理解の促進により、農村と都市との交流促進を通じた地域の活性化を図るために、高松市グリーンツーリズム
推進協議会の活動を支援する。

％101.8

点35

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

1,716 1,085 759 1,009

240 300 0 250

1,476 785 759 759

Ａ 継続

　平成２９年度は、補助事業の実施はなかったが、ホームページ等でグリーン・ツーリズムの推進を図った。
　課題としては、グリーン・ツーリズム推進協議会への実践団体の参加者の増加を推進していくことである。

　グリーン・ツーリズム推進協議会への実践団体の参加者の増加を推進していく。
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【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）
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産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

地域を支える産業の振興と経済の活性化

農林水産業の振興

食育・地産地消の推進

水産教室開催事業

創造都市推進局

農林水産課

087-839-2422

その他

平成 年度～28

補助金交付件数 件

開催回数 回

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

市内の小学生親子を対象とした漁業体験等を中心に水産教室の開催事業に県とともに補助を行い、後継者の育成や水産物の消費
拡大を図る。

小学生を対象にした水産教室の開催

高松市民

水産業への理解を深めることにより、後継者育成や水産物の消費拡大を図る。

依頼先との日程が合わず未実施となった回も
あり、予定より開催回数が減少した。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30

％57.1

点19

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

376 1,145 919 1,119

376 360 160 360

785 759 759

Ｃ 継続

漁業への理解促進や食育の普及啓発に効果的な事業であり、今後とも継続実施する必要がある。
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